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TIMSS)、OECD 生徒の学習到達度調査(以下 PISA)がある。 
TIMSS は 1964 年から実施されており、小中学生(小学 4 年生、中学 2 年生)を対象として
いる。2011 年に行われた調査における小学校 4 年生の理科の平均得点を見ると、1995 年、




















































































縦断調査を行ったデータを基に分析を行った研究として Singh ら17の研究がある。 




























































































図 2-1-1 発達に合わせた確かな学力の育成27 
対象校の選定は、つくば市の教育委員会に問い合わせ、理科授業・理科教育に力を入れ
ている小学校を紹介してもらった。その結果、理科授業に特色のある学校として A 小学校
















理科専任教員を置いている。2014 年度は 1 人の理科専任教員が 5 学年、6 学年の理科を担
当していた。2015 年度は理科専任という取り組みは続いているものの、5 学年、6 学年を担
当している教員が異なる。基本的にチームティーチングの形をとっている。いずれの年度













以上のように 2 校の理科授業への工夫に差が見られた。また、2 校ともに授業の目標を、
理科への興味関心を促進するだけでなく、「なぜか」と考える力(批判的思考力)を身に着け
ることとしていた。なお、A 小学校の 5 学年は 4 クラスあるが、学校側との調整により調査
はそのうち 3 クラスで行った。 
 
2-3 質問紙調査 
調査対象校の 5 年生、6 年生に対し、子どもの理科への興味関心と興味関心に影響を与え
る要因について明らかにすることを目的に質問紙調査を実施した。質問紙調査で用いる項




























第 1 回調査と第 2 回調査の間に行われた単元は、第 2 回調査時に質問紙に追加した。加え





表 2-3-1 第 1回調査、第 2回調査で用いた質問内容 
質問項目 第 1 回調査 第 2 回調査 
性別 ○ ○ 
自身の理科への興味関心に関する項目 ○ ○ 
親の理科の興味関心に関する項目 ○ ○ 
批判的思考に関する項目 ○ ○ 
授業の特徴に関する項目 ○ ○ 
単元の記憶度 ○ ○ 
研究所や科学館・博物館への訪問の有無 ○ ○ 
研究所や科学館・博物館への訪問頻度 ○ ○ 








本研究では質問紙調査を 5 月と 11 月の 2 時点で行った。第 1 回質問紙調査は 2015 年 4
月下旬～6 月初旬にかけて約 1 か月の間に配布、回収を行った。また、第 2 回調査は 11 月
に配布回収を行った。その結果、第 1 回質問紙調査の回答者数が A 小学校の 5 年生が 92 名、
6 年生が 101 名、B 小学校の 5 年生が 66 名、6 年生が 79 名となり、回収率は 98.8％であっ
た。また、第 2 回質問紙調査は 11 月中に実施した。その結果、転校、転入等による人数の
変動があり、回答者数は A 小学校の 5 年生が 93 名、6 年生が 101 名、B 小学校の 5 年生が
66 名、6 年生が 78 名となり、回収率は 98.5％であった。 
なお第 1 回調査、第 2 回調査両方に参加した回答者は、A 小学校の 5 年生が 91 名、6 年
生が 99 名、B 小学校の 5 年生が 65 名、6 年生が 78 名となった。 
 
表 2-3-1-1 第 1回質問紙調査実施結果 
 学年 実施日 対象人数 配布 回収 
A 小学校 5 年生 05/13、05/17、05/18 95 93 92 6 年生 04/30 102 101 101 
B 小学校 5 年生 05/27、06/02 66 66 66 6 年生 05/28 79 79 79 
合計 342 339 338 
 
表 2-3-1-2 第 2回質問紙調査実施結果 
 学年 実施日 対象人数 配布 回収 
A 小学校 5 年生 11/02、11/17 94 93 93 6 年生 11/10 104 101 101 
B 小学校 5 年生 11/11、11/12 66 66 66 6 年生 11/9、11/16 79 78 78 














本研究では 1 時点目、2 時点目の質問紙調査の結果をもとに、理科への興味関心の変化量
を測ることを目的としている。そのため使用するデータは、1 時点目調査、2 時点目調査両
方に参加し、かつ全ての問に回答している回答者を対象とした。その結果、調査対象は A
小学校、B 小学校併せて 202 名となった。 
 
3-2 対象者の基本属性 
まず、調査対象者の男女比について表 3-1 に示した。その結果、男子が 94 名(44.9%)、
女子が 108 名(52.6%)で、女子の人数が男子の人数よりも多くなった。 
 
表 3-2-1 調査対象の男女比 
 人数 パーセント 
有効数 男 94 46.5 
女 108 53.5 




3-3-1、図 3-3-2、図 3-3-3、図 3-3-4)。単元については、5 月の調査では前年度に学んだ
単元について回答してもらい、11 月の調査では 11 月時点までに学んだ単元を追加した。な
お、グラフの値はそれぞれの学年の平均値を示している。 
5 年生 5 月時点では、「天気と気温」「星や月」「季節と生き物(夏)」の単元において、有
意水準 10％で A 小学校と B 小学校との平均値の間に差が見られた。この中で「星や月(1)」
の単元では、A 小学校は外部機関と連携し、講演会を行ったほか、授業時間外に実際に星の
観察を行うといった通常授業とは異なった活動を行っている。なお、この連携授業では「星
や月(1)～(3)」の内容を含んだ内容で授業を行っている。A 小学校では 6 年生でもメダカの
たんじょうの単元でも外部機関と連携した授業を行っている。しかし、この単元では A 小
学校と B 小学校に有意な差が見られなかった。 
11 月の調査で同様の質問を行った結果、5 年生の 5 月に有意差が見られた単元の有意差は




 **p<0.01 *p<0.05 ✝p<0.1 
図 3-3-1 単元ごとの記憶度の A小学校と B小学校の比較(5年生 5月調査) 
 
 
**p<0.01 *p<0.05 ✝p<0.1 





















**p<0.01 *p<0.05 ✝p<0.1 
図 3-3-3 単元ごとの記憶度の A小学校と B小学校の比較(5年生 11月調査) 
 
**p<0.01 *p<0.05 ✝p<0.1 




















下に示した(表 3-4-1、表 3-4-2、表 3-4-3)。夏休みの間に科学館や博物館へ行った子ども
は 66.3%となっており、半数以上の子どもが科学館・博物館を訪れていることが分かる。ま
た、訪れる頻度を見ると、最も多いのが 2～3 回で、次いで 4～6 回及び 10 回以上、1 回、7
～9 回となっている。なお、Q9 において夏休みに科学館・博物館を訪れていないと回答し
たものは 0 回とした。 
夏休みに理科に関する自由研究を行ったかという問いに対しては、行っていないと回答
した子どもが 7 割を占めた。 
 
表 3-4-1 科学館・博物館へ行ったか 
 度数 パーセント 
有効数 はい 134 66.3 
いいえ 68 33.7 
合計 202 100.0 
 
表 3-4-2 科学館への来館頻度 
 度数 パーセント 
有効数 0回 68 33.7 
1回 16 7.9 
2～3回 43 21.3 
4～6回 31 15.3 
7～9回 13 6.4 
10回以上 31 15.3 
合計 202 100.0 
 
表 3-4-3 自由研究の実施の有無 
 度数 パーセント 
有効数 行った 49 24.3 
行っていない 153 75.7 













目のグループの 2 グループに分けて因子分析を行った。 
3-5-1 子どもの能力・性格に関する項目 
まず、子どもの能力・性格に関する項目(理科への興味関心、批判的思考力)について主
因子法・プロマックス回転を用いて因子分析を行った(表 3-5-1)。その結果、固有値 1.0 以
上を基準にしたところ、5 因子解が得られた。次に尺度の信頼性について検討した。各因子
の信頼性係数を計算したところ、第 1 因子が 0.782、第 2 因子が 0.806、第 3 因子が 0.819、
第 4 因子が 0.743 である一方で第 5 因子の信頼性は 0.534 となり低い値を示した。よって、
本研究では第 5 因子を除いた第 1～第 4 因子を分析に用いる。 
なお、第 1 因子は理科に対する興味関心に関する項目で成り立っているため、「理科への















3-5-2)。固有値 1.0 以上を基準したところ、5 因子解が得られた。親の理科への興味関心に
関する質問群のうち Q4-5「保護者と、理科や科学について話したりはしない」について、
共通性が 0.169 と低く、同時に因子負荷量が-0.194 と低かったため、Q4-5 を除いた項目を
用いて分析を行う。次に因子の信頼性について検討を行った。その結果、第 1 因子が 0.830、
第 2 因子が 0.742、第 3 因子が 0.675、第 4 因子が 0.766、第 5 因子が 0.513 となった。第
5 因子の信頼性が他の因子に比べて低い値を示していたため、本研究では第 1 因子～第 4 因
16  
子を分析に用いる。 
なお、因子を構成する項目の特徴から、第 1 因子は「教員の親しみやすさ」、第 2 因子は









表 3-5-1 子どもの能力に関する項目の因子分析結果 
 
因子 
1 2 3 4 5 
理科はつまらない -.99 .12 .00 .11 -.08 
わたしは理科が好きだ .89 -.03 .03 -.03 .11 
理科の勉強は問題を解決するのに役に立つ .43 .13 .04 .01 -.07 
わたしは理科が得意だ .42 .05 -.02 .25 .13 
予想を立てたとき、自分の予想におかしいところはな
いか確かめる 
-.01 .57 .27 .04 .06 
予想を立てたとき、友達の予想におかしいところはな
いか考える 
-.11 .57 .19 .01 .05 
1つのやり方で問題が解決しないときは他のやり方を
ためしてみる 
.18 .49 -.05 .04 -.15 
自分がなっとくできるまで考える .17 .48 -.10 .15 -.14 
実験のとき、1回目の結果だけをみて2回目の結果を決
め付けない 
-.02 .45 .01 -.12 -.01 
思いこみで、ものごとを判断しないようにしている -.05 .45 .06 .07 .07 
できるだけたくさん実験の記録を集める .25 .40 .19 -.03 .09 
実験のときは1つのことだけでなく、他のことも思い出
して予想を立てる 
.12 .33 .07 .16 -.12 
実験の結果が出たとき、おかしいところはないか考え
る 
.02 .07 .77 -.00 -.02 
実験の後、自分や友達の「実験をやって分かったこと」
におかしいところはないか考える 
.02 -.05 .76 .21 -.06 
実験のやり方にまちがいはなかったか考える .14 .37 .54 -.19 .03 
実験の結果がまちがっているかもしれないとうたがっ
てみる 
-.19 .32 .40 -.04 -.10 
分からないことがあると質問したくなる -.10 -.15 .08 .98 .10 
「なぜだろう」と考えることが好きである .19 .14 -.06 .60 .09 
自分の意見には理由をつける -.03 .30 -.06 .39 -.13 
くり返しやってみなくても実験の結果はいつも同じだ
と思う 
-.16 .40 -.15 -.06 .67 
インターネットで調べたことはまちがいがないと思う .15 -.08 -.04 .07 .48 
先生の言ったことは少しもうたがわない .18 -.15 .00 .14 .44 
ふだんの理科の授業では、あまり深くは考えない -.27 -.15 .14 .03 .40 
18  






1 2 3 4 5 
理科の先生はわたしが理科に興味を持つように工夫
していると思う 
.80 -.14 .06 -.04 .05 
理科の先生は、授業のあいまに教科書にのっていない
理科や科学についての面白い話をしてくれる 
.77 .03 -.13 -.03 -.04 
理科の先生はわからないところはわかるまで説明し
てくれる 
.75 .00 -.06 .11 .12 
理科の先生には気軽に質問しやすい .68 -.03 .01 -.04 .11 
保護者は、理科や科学についてたくさんのことを知っ
ている 
-.01 .94 -.06 -.04 -.02 
保護者は、理科が得意にみえる -.10 .74 .03 .00 .09 
保護者は、理科は大切な科目だと思っている .21 .33 .06 .03 .23 
単元が終わるごとに復習している .04 -.05 .70 .03 -.01 
授業の時間以外で理科の宿題や勉強をする時間を取
っている 
-.20 -.09 .70 -.00 .25 
まわりの人やグループの人と仮説や実験結果につい
て積極的に話し合う 
.34 .11 .48 .00 -.19 
まわりの人やグループの人と実験結果について話し
合う時間はたくさんほしい 
.17 .10 .41 .07 -.27 
理科の授業時間以外で実験や観察をしたことがある -.07 .04 .30 .01 .19 
先生が2人いると授業が分かりやすい -.00 -.07 -.01 .82 .01 
先生が2人いると質問しやすい -.01 .03 .06 .74 .03 
保護者は、わたしが理科が得意になることを期待して
いる 
-.04 .12 .14 .05 .57 
保護者は、理科の宿題をするように言う .16 -.10 .14 -.10 .50 
保護者は、自由研究や理科の宿題を手伝ってくれる 















3-6-1  1時点目のデータを用いた t検定 
まず、1 時点目のデータを用いて、t 検定を行った。なお、各項目の平均値は表 3-6-1-1
に示したとおりである。 
表 3-6-1-1 各項目の得点(1時点目) 
 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
理科への興味関心 202 1.75 4.50 3.40 .46 
親の理科への興味関心 202 1.17 5.00 3.90 .84 
客観的な思考 202 1.63 5.00 3.66 .74 
反省的な思考 202 1.00 5.00 3.67 .89 
探求的思考 202 1.00 5.00 3.69 .99 
教員への親しみやすさ 202 1.00 5.00 3.85 .91 
理科学習への積極性 202 1.00 5.00 3.42 .68 
チームティーチング授業による分かりやすさ 202 1.00 5.00 3.60 1.15 
単元の記憶度 202 2.18 5.00 4.21 .62 
 
3-6-1-1 親の理科への興味関心の高さが子どもの理科への興味関心に与える影響 





表 3-6-1-1-1 親の理科への興味関心の高さが子どもの理科への興味関心に与える影響 
 親の理科への興味関心(高) 親の理科への興味関心(低)  
M SD M SD t 値 
理科への興味関心 4.04 0.12 3.29 0.41 -19.72** 








表 3-6-1-2-1 客観的な思考の高さが子どもの理科への興味関心に与える影響 
 客観的な思考(高) 客観的な思考(低)  
M SD M SD t 値 
理科への興味関心 3.56 0.39 3.23 0.48 -5.54** 
**p<0.01 *p<0.05 ✝p<0.1 
 
3-6-1-3 反省的な思考の高さが子どもの理科への興味関心に与える影響 





表 3-6-1-3-1 反省的な思考の高さが子どもの理科への興味関心に与える影響 
 反省的な思考(高) 反省的な思考(低)  
M SD M SD t 値 
理科への興味関心 3.54 0.37 3.21 0.52 -5.26** 








表 3-6-1-4-1 探求的思考の高さが子どもの理科への興味関心に与える影響 
 探求的思考(高) 探求的思考(低)  
M SD M SD t 値 
理科への興味関心 3.57 0.49 3.21 0.36 -5.58** 









表 3-6-1-5-1 教員の親しみやすさが子どもの理科への興味関心に与える影響 
 教員の親しみやす(高) 教員の親しみやす(低)  
M SD M SD t 値 
理科への興味関心 3.50 0.41 3.29 0.50 -3.31** 







表 3-6-1-6-1 理科学習に対する積極性が子どもの理科への興味関心に与える影響 
 理科学習に対する積極性(高) 理科学習に対する積極性(低)  
M SD M SD t 値 
理科への興味関心 3.53 0.37 3.28 0.51 -4.05** 










 チームティーチング(高) チームティーチング(低)  
M SD M SD t 値 
理科への興味関心 3.56 0.39 3.25 0.48 -4.90** 







表 3-6-1-8-1 単元の記憶度が子どもの理科への興味関心に与える影響 
 単元の記憶度(高) 単元の記憶度(低)  
M SD M SD t 値 
理科への興味関心 3.26 0.46 3.51 0.44 -4.06** 
**p<0.01 *p<0.05 ✝p<0.1 
 
3-6-2 2時点目のデータを用いた t検定 
2 時点目のデータを用い、t 検定を行った。なお、各項目の平均値は表 3-6-2-1 に示した
とおりである。 
表 3-6-2-1 各項目の得点(2時点目) 
 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
理科への興味関心 202 1.75 4.50 3.36 .52 
親の理科への興味関心 202 1.33 5.00 3.96 .87 
客観的な思考 202 1.88 5.00 3.68 .72 
反省的な思考 202 1.00 5.00 3.71 .90 
探求的思考 202 1.00 5.00 3.74 .87 
教員への親しみやすさ 202 1.00 5.00 3.73 .89 
理科学習への積極性 202 1.40 5.00 3.41 .60 
チームティーチング授業による分かりやすさ 202 1.00 5.00 3.66 1.01 







表 3-6-2-1-1 親の理科への興味関心が子どもの理科への興味関心に与える影響 
 親の理科への興味関心(高) 親の理科への興味関心(低)  
M SD M SD t 値 
理科への興味関心 3.47 0.46 3.18 0.55 -3.97** 







表 3-6-2-2-1 客観的な思考が子どもの理科への興味関心に与える影響 
 客観的な思考(高) 客観的な思考(低)  
M SD M SD t 値 
理科への興味関心 3.54 0.44 3.15 0.52 -5.86** 







表 3-6-2-3-1 反省的な思考が子どもの理科への興味関心に与える影響 
 反省的な思考(高) 反省的な思考(低)  
M SD M SD t 値 
理科への興味関心 3.54 0.44 3.15 0.52 -5.86** 








表 3-6-2-4-1 探求的思考が子どもの理科への興味関心に与える影響 
 探求的思考(高) 探求的思考(低)  
M SD M SD t 値 
理科への興味関心 3.50 0.49 3.21 0.50 -4.19** 










表 3-6-2-5-1 教員への親しみやすさが子どもの理科への興味関心に与える影響 
 教員への親しみやすさ(高) 教員への親しみやすさ(低)  
M SD M SD t 値 
理科への興味関心 3.48 0.42 3.20 0.59 -3.87** 







表 3-6-2-6-1 理科学習への積極性が子どもの理科への興味関心に与える影響 
 理科学習への積極性(高) 理科学習への積極性(低)  
M SD M SD t 値 
理科への興味関心 3.47 0.47 3.25 0.54 -3.08** 











 チームティーチング (高) チームティーチング (低)  
M SD M SD t 値 
理科への興味関心 3.52 0.48 3.18 0.50 -4.91** 







表 3-6-2-8-1 単元の記憶度が子どもの理科への興味関心に与える影響 
 単元の記憶度(高) 単元の記憶度(低)  
M SD M SD t 値 
理科への興味関心 3.47 0.51 3.17 0.49 -4.06** 
**p<0.01 *p<0.05 ✝p<0.1 
 
3-6-3 t検定の結果(まとめ) 

























理科への興味関心について t 検定を用いて 1 時点目と 2 時点目の平均値を比較した。その




果、A 小学校の理科への興味関心の平均値は、1 時点目が 3.36、2 時点目が 3.35 で若干低
下しているもののほぼ同じ値を示しており、有意差は見られなかった(表 3-7-2)。B 小学校
の理科への興味関心の平均値は、1 時点目が 3.47、2 時点目が 3.35 と低下しており、有意
水準 5%で差が見られた(表 3-7-3)。また、学校及び学年別に分析したところ A 小学校の 5
年生の理科への興味関心の平均値は 1 時点目が 3.43、2 時点目が 3.46 で若干の上昇が見ら
れるが有意差はなかった(表 3-7-4)。また、A 小学校 6 年生についても、1 時点目が 3.29、
2 時点目が 3.26 となり低下はしているが有意差は見られなかった(表 3-7-5)。B 小学校の 5
年生は 1 時点目が 3.61、2 時点目が 3.57 と若干の低下が見られるが有意差はなかった(表
3-7-6)。B 小学校 6 年生は 1 時点目が 3.38、2 時点目が 3.20 と 0.18 ポイント下がっており




各小学校の学年ごとの平均値を横断的に比較すると、5 年生よりも 6 年生の平均値が低下し
ており、本研究においても同様の結果が得られた。 
表 3-7-1 理科への興味関心の変化量(全体) 
 平均値 度数 標準偏差 平均値の標準誤差 t値 
理科への興味関心1時点目 3.40 202 .46 .03 1.35 
理科への興味関心2時点目 3.35 202 .52 .04 
**p<0.01 *p<0.05 ✝p<0.1 
 
表 3-7-2 理科への興味関心の変化量(A小学校) 
 平均値 度数 標準偏差 平均値の標準誤差 t値 
理科への興味関心1時点目 3.36 121 .48 .04 
.04 
理科への興味関心2時点目 3.35 121 .55 .05 
**p<0.01 *p<0.05 ✝p<0.1 
 
表 3-7-3 理科への興味関心の変化量(B小学校) 
 平均値 度数 標準偏差 平均値の標準誤差 t値 
理科への興味関心1時点目 3.47 81 .43 .05 2.19* 
理科への興味関心2時点目 3.35 81 .47 .05 
**p<0.01 *p<0.05 ✝p<0.1 
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表 3-7-4 理科への興味関心の変化量(A小学校 5年) 
 平均値 度数 標準偏差 平均値の標準誤差 t値 
理科への興味関心1時点目 3.43 56 .42 .06 
-.74 
理科への興味関心2時点目 3.46 56 .48 .06 
**p<0.01 *p<0.05 ✝p<0.1 
 
表 3-7-5 理科への興味関心の変化量(A小学校 6年) 
 平均値 度数 標準偏差 平均値の標準誤差 t値 
理科への興味関心1時点目 3.29 65 .52 .06 
.43 
理科への興味関心2時点目 3.26 65 .59 .07 
**p<0.01 *p<0.05 ✝p<0.1 
 
表 3-7-6 理科への興味関心の変化量(B小学校 5年) 
 平均値 度数 標準偏差 平均値の標準誤差 t値 
理科への興味関心1時点目 3.61 32 .40 .07 
.41 
理科への興味関心2時点目 3.57 32 .46 .08 
**p<0.01 *p<0.05 ✝p<0.1 
表 3-7-7 理科への興味関心の変化量(B小学校 6年) 
 平均値 度数 標準偏差 平均値の標準誤差 t値 
理科への興味関心1時点目 3.38 49 .43 .06 2.62* 
理科への興味関心2時点目 3.20 49 .42 .06 





























外部機関の影響を受けることも考えられる。そこで、1 時点目と 2 時点目の間に経験した学
外での活動を介したパスをモデルに含めた。なお、学外活動を介した値(媒介効果)は 1 時
点目の変数から学外活動へのパスと学外活動から 2 時点目の変数へのパスの積を用い、パ
ス c もしくはパス d が有意であった場合に言及する。 
 共分散構造分析ではモデルの適合度を示す指標が複数存在するが、本研究では、GFI、AGFI、
CFI、RMSEA の 4 種類を指標として用いる。適合度について GFI、AGFI、CFI は 0.90 以上、
また GFI>AGFI、RMSEA は 0.05 以下の値を示すと良いモデルであると言われている。よっ















図 3-8-1 本研究で用いた交差遅れ効果モデル 
 




















表 3-8-1 理科への興味関心との因果関係 
**p<0.01 *p<0.05 ✝p<0.1 
 
表 3-8-2 学校の違いによる理科への興味関心との因果関係 
 パス a パス b パス c パス d パス e パス f パス g パス h パス i パス j 
チームティーチング
授業 
A 小学校 .36** .57** -.12 .15 .00 .19✝ .21** .16✝ .06 -.03 
B 小学校 .29** .47** -.03 .10 .27* .17 .24* .26* .09 -.05 
単元の記憶度 
A 小学校 .44** .17✝ 29** -.03 .17✝ .15 .18* .16* .06 -.01 
B 小学校 .30** .57** -.07 .06 .16 .21✝ .22* .28** .05 -.05 
**p<0.01 *p<0.05 ✝p<0.1 
 
表 3-8-3 学校及び学年の違いによる理科への興味関心との因果関係 
  パス a パス b パス c パス d パス e パス f パス g パス h パス i パス j 
チームティー
チング授業 
A 小学校 5 年 .71** .22 .13 -.10 .04 .17 .20 .15 -.03 -.06 6 年 .21 .64** -.25* .18 -.11 .21 .22* .15 .11 .01 
B 小学校 5 年 .10 .62** -.16 .38* .43* -.13 .17 .09 .14 .10 6 年 .37* .38** .08 -.04 .11 .29 .19 .16 .05 -.12 
単元の記憶度 
A 小学校 5 年 .60** .54** .15 .12 .21 .10 .23* .13 -.02 -.07 6 年 .30* -.08 .31** -.16 .16 .14 .15 .16 .07 .03 
B 小学校 5 年 .21 .55** .04 .07 .30✝ -.03 .24✝ .22 .11 .07 6 年 .21 .51** -.03 .25 .11 .26 .31* .13 -.01 -.15 




 パス a パス b パス c パス d パス e パス f パス g パス h パス i パス j 
親の理科への興味関心 .38** .62** -.04 .05 .16* .17* .14* .20** .07 -.02 
客観的な思考 .36** .37** .02 .09 .12✝ .16* .18** .20** .05 -.01 
反省的な思考 .39** .42** .08 .02 .05 .19* .08 .21** .03 -.02 
探求的思考 .32** .57** -.10 .16* .18* .12 .23** .19** .05 -.02 
教員の親しみやすさ .36** .57** -.10 .14* .07 .19** .09 .20** .03 -.01 
理科学習に対する積極性 .40** .28** -.03 -.03 .07 .18* .10 .21** -.03 -.01 
チームティーチング授業 .34** .52** -.08 .13✝ .13✝ .15* .22** .19** .08 -.02 




















思考から子どもの理科への興味関心は 0.09 となり、有意なパスは見られなかった。 
自由研究から理科への興味関心、客観的な思考へのパスで有意なものはなかった。 
 


















































































































































 A 小学校では常時 2 人の教員のチームティーチングを行っている一方、B 小学校では実験





さに対するパスが A 小学校はパス-0.12、B 小学校は-0.03 となった。また、チームティー
チング授業に対する分かりやすさから理科への興味関心に対するパスは A 小学校が 0.15、









































GFI>=AGFI かつ GFI の値と AGFI の値に大きな乖離がないことから、許容範囲であると判
断した。パス係数を見ると、理科への興味関心からチームティーチング授業の分かりやす
さに対するパスは A 小学校 5 年が 0.13、A 小学校 6 年が-0.25、B 小学校 5 年が-0.16、B
小学校 6 年が 0.08 となり、A 小学校 6 年のパスが有意であった。チームティーチング授業
の分かりやすさから理科への興味関心に対するパスは A 小学校 5 年が-0.10、A 小学校 6 年
が 0.18、B 小学校 5 年が 0.38、B 小学校 6 年が-0.04 となり、B 小学校 5 年のパスが有意
であった。また、自由研究の実施の有無による影響はいずれの場合においても見られなか
った。 
本モデルにおいて A 小学校 6 年と B 小学校 5 年で有意なパスが見られたため、媒介効果
についてそれぞれ検討を行った。 
・A 小学校 6 年の理科への興味関心からチームティーチング授業の分かりやすさに対する
媒介効果 





・B 小学校 5 年のチームティーチング授業の分かりやすさから理科への興味関心に対する
媒介効果 











































加えて、チームティーチングについて学校及び学年別にみると、A 小学校の 6 年生におい
て理科への興味関心からチームティーチングに対するパスが有意で、符号は負であった。
このことから、理科への興味関心の高さがチームティーチング授業による分かりやすさの




また、B 小学校の 5 年生においてチームティーチング授業から理科への興味関心に関して
有意なパスが見られた。パスはプラスであり、チームティーチング授業の分かりやすさが
理科への興味関心を高めていることが分かった。B 小学校において理科支援員とのチームテ






































が 0.29、B 小学校が-0.07、単元の記憶度から理科への興味関心に対するパスについては A










図 3-8-4-2 理科への興味関心と単元の記憶度の因果関係(A小学校) 
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CFI=1.00、RMSEA=0.00 となった。本モデルの AGFI は 0.872 で、基準値とした 0.90 より
低いが GFI>=AGFI かつ、GFI と AGFI の値に大きな乖離がないことから、許容範囲である
と判断した。 
パス係数を見ると、理科への興味関心から単元の記憶度に対するパスは A 小学校 5 年が
0.15、A 小学校 6 年が 0.31、B 小学校 5 年が 0.04、B 小学校 6 年が-0.03 となり、A 小学
校 6 年のパスが有意であった。また、単元の記憶度から理科への興味関心に対するパスは A
小学校 5 年が 0.12、A 小学校 6 年が-0.16、B 小学校 5 年が 0.07、B 小学校 6 年が 0.25 と
なり有意なパスは見られなかった。 









図 3-8-4-4 理科への興味関心と単元の記憶度の因果関係(A小学校 5年生) 
 
図 3-8-4-5 理科への興味関心と単元の記憶度の因果関係(A小学校 6年生) 
 
図 3-8-4-6 理科への興味関心と単元の記憶度の因果関係(B小学校 5年生) 
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度に対するパスが有意であった。さらに、学校及び学年別にみると、A 小学校 6 年生の理科
への興味関心から単元の記憶度に対するパスが有意であった。パス係数を見ると、いずれ
の場合も正の符号を示しており、理科への興味関心の高さが単元の記憶度を高めているこ





 本研究では、小学生へ 2 時点のパネル調査を行うことで、子どもの理科への興味関心が
どのように変化するのかを明らかにし、また、理科への興味関心に影響を及ぼす要因につ







らに、学校及び学年別に理科への興味関心の変化量を見たところ、B 小学校 6 年生において
平均値が有意に低下していることが分かった。 
A 小学校と B 小学校の大きな違いとしてチームティーチング授業の方法と外部機関との
連携の有無が挙げられる。まずチームティーチング授業による影響について検討すると B
小学校 5 年生においてチームティーチング授業による分かりやすさが理科への興味関心を






































































 調査はつくば市内の小学校 2 校に対し質問紙調査を行った。なお、質問紙は教員へのイ
ンタビュー及び先行研究をもとに作成した。 
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t 検定結果(1 時点目) 
表 1 親の理科への興味関心の高さによる理科への興味関心の差(1時点目) 
 親の理科への興味関心 度数 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 
理科への興味関心 低群 173 3.30 .41 .03 
高群 29 4.04 .12 .02 




Levene の検定 2 つの母平均の差の検定 












等分散が仮定されている 29.97 .000 -9.76 200 .00 -.75 .08 -.90 -.60 
等分散が仮定されていない   -19.72 154.96 .00 -.75 .04 -.82 -.67 
 
表 3 客観的な思考の高さによる理科への興味関心の差(1時点目) 
グループ統計量 
 





理科への興味関心 低群 98 3.23 .48 .05 
高群 104 3.56 .39 .04 




Levene の検定 2 つの母平均の差の検定 












等分散が仮定されている 3.63 .06 -5.54 200 .00 -.34 .06 -.46 -.22 









表 5 反省的な思考の高さによる理科への興味関心の差(1時点目) 
グループ統計量 
 反省的な思考 度数 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 
理科への興味関心 低群 83 3.21 .52 .06 
高群 119 3.54 .37 .03 




Levene の検定 2 つの母平均の差の検定 












等分散が仮定されている 7.33 .01 -5.26 200 .000 -.33 .06 -.45 -.20 
等分散が仮定されていない   -4.96 138.24 .000 -.33 .07 -.46 -.20 
 
表 7 探求的思考の高さによる理科への興味関心の差(1時点目) 
グループ統計量 
 
探求的思考 度数 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 
理科への興味関心 低群 102 3.23 .49 .05 





Levene の検定 2 つの母平均の差の検定 












等分散が仮定されている 5.35 .02 -5.58 200 .00 -.34 .06 -.46 -.22 










表 9 教員の親しみやすさによる理科への興味関心の差(1時点目) 
グループ統計量 
 教員の親しみやすさ  度数 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 
理科への興味関心 低群 97 3.29 .50 .05 





Levene の検定 2 つの母平均の差の検定 












等分散が仮定されている 3.01 .08 -3.31 200 .00 -.21 .06 -.34 -.09 
等分散が仮定されていない   -3.28 185.02 .00 -.21 .06 -.34 -.08 
 
表 11 理科学習に対する積極性の高さによる理科への興味関心の差(1時点目) 
グループ統計量 
 
理科学習への積極性 度数 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 
理科への興味関心 低群 103 3.28 .51 .05 





Levene の検定 2 つの母平均の差の検定 












等分散が仮定されている 6.672 .011 -4.03 200 .00 -.25 .06 -.38 -.13 










表 13 チームティーチングによる分かりやすさによる理科への興味関心の差(1時点目) 
グループ統計量 
 
チームティーチング授業 度数 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 
理科への興味関心 低群 103 3.25 .48 .05 





Levene の検定 2 つの母平均の差の検定 












等分散が仮定されている 1.66 .20 -4.90 200 .00 -.30 .06 -.43 -.18 
等分散が仮定されていない   -4.92 194.91 .00 -.30 .06 -.42 -.18 
 
表 15 単元の記憶度の高さによる理科への興味関心の差(1時点目) 
グループ統計量 
 単元の記憶度 度数 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 
理科への興味関心 低群 88 3.26 .46 .05 





Levene の検定 2 つの母平均の差の検定 












等分散が仮定されている .010 .92 -4.06 200 .00 -.26 .06 -.38 -.13 










t 検定結果(2 時点目) 
表 17 親の理科への興味関心の高さによる理科への興味関心の差(2時点目) 
グループ統計量 
 
親の理科への興味関心 度数 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 
理科への興味関心 低群 82 3.18 .55 .06 






検定 2 つの母平均の差の検定 












等分散が仮定されている 2.34 .13 -3.97 200 .00 -.28 .072 -.42 -.14 
等分散が仮定されていない   -3.83 153.55 .00 -.28 .074 -.43 -.14 
 
表 19 客観的な思考の高さによる理科への興味関心の差(2時点目) 
グループ統計量 
 
客観的な思考 度数 平均値 標準偏差 
平均値の標準
誤差 
理科への興味関心 低群 98 3.15 .52 .05 





Levene の検定 2 つの母平均の差の検定 
F 
有意












等分散が仮定されている 2.31 .130 -5.86 200 .00 -.40 .07 -.53 -.26 







表 21 反省的な思考の高さによる理科への興味関心の差(2時点目) 
グループ統計量 
 
反省的な思考 度数 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 
理科への興味関心 低群 90 3.16 .52 .06 





Levene の検定 2 つの母平均の差の検定 












等分散が仮定されている 1.23 .27 -5.04 200 .00 -.35 .07 -.48 -.21 
等分散が仮定されていない   -4.97 178.64 .00 -.35 .07 -.49 -.21 
 
表 23 探求的思考の高さによる理科への興味関心の差(2時点目) 
グループ統計量 
 
探求的思考 度数 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 
理科への興味関心 低群 104 3.21 .50 .05 





Levene の検定 2 つの母平均の差の検定 












等分散が仮定されている .20 .66 -4.19 200 .00 -.29 .07 -.43 -.16 









表 25 教員への親しみやすさによる理科への興味関心の差(2時点目) 
グループ統計量 
 教員の親しみやすさ 度数 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 
理科への興味関心 低群 88 3.19 .59 .06 





Levene の検定 2 つの母平均の差の検定 












等分散が仮定されている 8.88 .00 -4.04 200 .00 -.29 .07 -.43 -.15 
等分散が仮定されていない   -3.87 150.08 .00 -.29 .07 -.43 -.14 
 
表 27 理科学習に対する積極性による理科への興味関心の差(2時点目) 
グループ統計量 
 
理科学習への積極性 度数 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 
理科への興味関心 低群 109 3.25 .54 .05 





Levene の検定 2 つの母平均の差の検定 













等分散が仮定されている .73 .39 -3.08 200 .00 -.22 .07 -.36 -.08 










表 29 チームティーチングによる分かりやすさによる理科への興味関心の差(2時点目) 
グループ統計量 
 チームティーチング授業 度数 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 
理科への興味関心 低群 102 3.18 .50 .05 





Levene の検定 2 つの母平均の差の検定 












等分散が仮定されている .24 .63 -4.91 200 .00 -.34 .07 -.47 -.20 
等分散が仮定されていない   -4.91 199.97 .00 -.34 .07 -.47 -.20 
 
表 29 単元の記憶度の高さによる理科への興味関心の差(2時点目) 
グループ統計量 
 
単元の記憶度 度数 平均値 標準偏差 
平均値の標準誤
差 
理科への興味関心 低群 79 3.17 .49 .06 





Levene の検定 2 つの母平均の差の検定 












等分散が仮定されている .000 .994 -4.06 199 .00 -.29 .07 -.44 -.15 











 度数 相関係数 有意確率 
ペア 1 理科への興味関心1時点目 &  
























 度数 相関係数 有意確率 
ペア 1 理科への興味関心1時点目&
































 度数 相関係数 有意確率 
ペア 1 理科への興味関心1時点目&
























 度数 相関係数 有意確率 
ペア 1 理科への興味関心1時点目&






























表 39 理科への興味関心の相関係数(A小学校 6年) 
対応サンプルの相関係数 
 度数 相関係数 有意確率 
ペア 1 理科への興味関心1時点目& 





















.03 .65 .08 -.13 .20 .43 64 .67 
 
表 41 理科への興味関心の相関係数(B小学校 5年) 
対応サンプルの相関係数 
 度数 相関係数 有意確率 
ペア 1 理科への興味関心1時点目& 





























表 43 理科への興味関心の相関係数(B小学校 6年) 
対応サンプルの相関係数 































































































1. 男子  2. 女子 
 
Q3. あなたの科学への興味についてお聞きします。あてはまる番号にそれぞれ○をつけてください。 















































1. わたしは理科が好きだ 1 2 3 4 5 
2. わたしは理科が得意だ 1 2 3 4 5 
3. 理科の勉強は問題を解決するのに役に立つ 1 2 3 4 5 




















































1. 保護者は、理科が得意にみえる 1 2 3 4 5 
2. 保護者は、理科や科学についてたくさんのことを知っている 1 2 3 4 5 
3. 保護者は、理科は大切な科目だと思っている 1 2 3 4 5 
4. 保護者は、わたしが理科が得意になることを期待している 1 2 3 4 5 
5. 保護者と、理科や科学について話したりはしない 1 2 3 4 5 
6. 保護者は、自由研究や理科の宿題を手伝ってくれる 1 2 3 4 5 
7. 保護者は、理科の宿題をするように言う 1 2 3 4 5 
Q5.理科に対するふだんのあなたの態度についてお聞きします。あてはまる番号にそれぞれ○をつけてく















































1. 実験の結果が出たとき、おかしいところはないか考える 1 2 3 4 5 
2. 実験の後、自分や友達の「実験をやって分かったこと」におかしいところ
はないか考える 1 2 3 4 5 
3. 実験のやり方にまちがいはなかったか考える 1 2 3 4 5 
4. 実験の結果がまちがっているかもしれないとうたがってみる 1 2 3 4 5 
5. 予想を立てたとき、友達の予想におかしいところはないか考える 1 2 3 4 5 
6. 予想を立てたとき、自分の予想におかしいところはないか確かめる 1 2 3 4 5 
7. ふだんの理科の授業では、あまり深くは考えない 1 2 3 4 5 
8. 自分の意見には理由をつける 1 2 3 4 5 
9. 「なぜだろう」と考えることが好きである 1 2 3 4 5 
10. 分からないことがあると質問したくなる 1 2 3 4 5 
11. できるだけたくさん実験の記録を集める 1 2 3 4 5 
















































13. 1 つのやり方で問題が解決しないときは他のやり方をためしてみる 1 2 3 4 5 
14. 自分がなっとくできるまで考える 1 2 3 4 5 
15. 思いこみで、ものごとを判断しないようにしている 1 2 3 4 5 
16. 実験のとき、1 回目の結果だけをみて 2 回目の結果を決め付けない 1 2 3 4 5 
17. くり返しやってみなくても実験の結果はいつも同じだと思う 1 2 3 4 5 
18. インターネットで調べたことはまちがいがないと思う 1 2 3 4 5 
19. 先生の言ったことは少しもうたがわない 1 2 3 4 5 
Q6. ふだんの理科の授業についてお聞きします。あてはまる番号にそれぞれ○をつけてください。 
















































ついての面白い話をしてくれる 1 2 3 4 5 
2. 理科の先生には気軽に質問しやすい 1 2 3 4 5 
3. 理科の先生はわからないところはわかるまで説明してくれる 1 2 3 4 5 
4. 理科の先生はわたしが理科に興味を持つように工夫していると思
う 1 2 3 4 5 
5. まわりの人やグループの人と仮説や実験結果について積極的に話
し合う 1 2 3 4 5 
6. まわりの人やグループの人と実験結果について話し合う時間はた
くさんほしい 1 2 3 4 5 
7. 単元が終わるごとに復習している 1 2 3 4 5 
8. 授業の時間以外で理科の宿題や勉強をする時間を取っている 1 2 3 4 5 
9. 先生が 2 人いると授業が分かりやすい 1 2 3 4 5 
10. 先生が 2 人いると質問しやすい 1 2 3 4 5 















































1. 季節と生き物(春) 1 2 3 4 5 
2. 天気と気温 1 2 3 4 5 
3. 電池のはたらき 1 2 3 4 5 
4. とじこめた空気や水 1 2 3 4 5 
5. 季節と生き物(夏) 1 2 3 4 5 
6. 星や月(1) 星の明るさや色 1 2 3 4 5 
7. 季節と生き物(夏の終わり) 1 2 3 4 5 
8. わたしたちの体と運動 1 2 3 4 5 
9. 星や月(2) 月の動き 1 2 3 4 5 
10. 季節と生き物(秋) 1 2 3 4 5 
11. わたしたちの理科室 1 2 3 4 5 
12. ものの温度と体積 1 2 3 4 5 
13. もののあたたまり方 1 2 3 4 5 
14. 星や月(3) 星の動き 1 2 3 4 5 
15. 季節と生き物(冬) 1 2 3 4 5 
16. すがたをかえる水 1 2 3 4 5 
17. 自然の中の水 1 2 3 4 5 
 
Q8. あなたと科学イベントの関わりについてお聞きします。これまでに科学館や博物館、研究所公開ま
たは科学に関するイベントへ行ったことがありますか。当てはまる数字に 1 つ○をつけてください。 
 1. ある 2. ない 
 
Q9. Q8 で「1．ある」に丸をつけた人にお聞きします。科学館や博物館、研究所公開または科学に関する
イベントへ 2014 年 4 月 1 日から今日までに何回くらい行きましたか。最も近い数字に 1 つ○をつけてく
ださい。 







































































1. 男子  2. 女子 
 
Q3. あなたの科学への興味についてお聞きします。あてはまる番号にそれぞれ○をつけてください。 















































1. わたしは理科が好きだ 1 2 3 4 5 
2. わたしは理科が得意だ 1 2 3 4 5 
3. 理科の勉強は問題を解決するのに役に立つ 1 2 3 4 5 




















































1. 保護者は、理科が得意にみえる 1 2 3 4 5 
2. 保護者は、理科や科学についてたくさんのことを知っている 1 2 3 4 5 
3. 保護者は、理科は大切な科目だと思っている 1 2 3 4 5 
4. 保護者は、わたしが理科が得意になることを期待している 1 2 3 4 5 
5. 保護者と、理科や科学について話したりはしない 1 2 3 4 5 
6. 保護者は、自由研究や理科の宿題を手伝ってくれる 1 2 3 4 5 
7. 保護者は、理科の宿題をするように言う 1 2 3 4 5 
Q5.理科に対するふだんのあなたの態度についてお聞きします。あてはまる番号にそれぞれ○をつけてく















































1. 実験の結果が出たとき、おかしいところはないか考える 1 2 3 4 5 
2. 実験の後、自分や友達の「実験をやって分かったこと」におかしいところ
はないか考える 1 2 3 4 5 
3. 実験のやり方にまちがいはなかったか考える 1 2 3 4 5 
4. 実験の結果がまちがっているかもしれないとうたがってみる 1 2 3 4 5 
5. 予想を立てたとき、友達の予想におかしいところはないか考える 1 2 3 4 5 
6. 予想を立てたとき、自分の予想におかしいところはないか確かめる 1 2 3 4 5 
7. ふだんの理科の授業では、あまり深くは考えない 1 2 3 4 5 
8. 自分の意見には理由をつける 1 2 3 4 5 
9. 「なぜだろう」と考えることが好きである 1 2 3 4 5 
10. 分からないことがあると質問したくなる 1 2 3 4 5 
11. できるだけたくさん実験の記録を集める 1 2 3 4 5 
















































13. 1 つのやり方で問題が解決しないときは他のやり方をためしてみる 1 2 3 4 5 
14. 自分がなっとくできるまで考える 1 2 3 4 5 
15. 思いこみで、ものごとを判断しないようにしている 1 2 3 4 5 
16. 実験のとき、1 回目の結果だけをみて 2 回目の結果を決め付けない 1 2 3 4 5 
17. くり返しやってみなくても実験の結果はいつも同じだと思う 1 2 3 4 5 
18. インターネットで調べたことはまちがいがないと思う 1 2 3 4 5 
19. 先生の言ったことは少しもうたがわない 1 2 3 4 5 
 
Q6. ふだんの理科の授業についてお聞きします。あてはまる番号にそれぞれ○をつけてください。 
















































ついての面白い話をしてくれる 1 2 3 4 5 
2. 理科の先生には気軽に質問しやすい 1 2 3 4 5 
3. 理科の先生はわからないところはわかるまで説明してくれる 1 2 3 4 5 
4. 理科の先生はわたしが理科に興味を持つように工夫していると思う 1 2 3 4 5 
5. まわりの人やグループの人と仮説や実験結果について積極的に話し
合う 1 2 3 4 5 
6. まわりの人やグループの人と実験結果について話し合う時間はたく
さんほしい 1 2 3 4 5 
7. 単元が終わるごとに復習している 1 2 3 4 5 
8. 授業の時間以外で理科の宿題や勉強をする時間を取っている 1 2 3 4 5 
9. 先生が 2 人いると授業が分かりやすい 1 2 3 4 5 
10. 先生が 2 人いると質問しやすい 1 2 3 4 5 
11. 理科の授業時間以外で実験や観察をしたことがある 1 2 3 4 5 
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Q7. あなたが今まで学んだことのある理科の勉強した内容についてどの程度覚えていますか。 













































1. 天気の変化 1 2 3 4 5 
2. 植物の発芽 1 2 3 4 5 
3. 植物の成長 1 2 3 4 5 
4. メダカのたんじょう 1 2 3 4 5 
5. 人のたんじょう 1 2 3 4 5 
6. 植物の実や種子のでき方 1 2 3 4 5 
7. 台風と天気の変化 1 2 3 4 5 
8. 流れる水のはたらき 1 2 3 4 5 
9. 電磁石の性質 1 2 3 4 5 
10. もののとけ方 1 2 3 4 5 
11. ふりこの動き 1 2 3 4 5 
 
Q8. あなたと科学イベントの関わりについてお聞きします。これまでに科学館や博物館、研究所公開ま
たは科学に関するイベントへ行ったことがありますか。当てはまる数字に 1 つ○をつけてください。 
 1. ある 2. ない 
 
Q9. Q8 で「1．ある」に丸をつけた人にお聞きします。科学館や博物館、研究所公開または科学に関する
イベントへ 2014 年 4 月 1 日から今日までに何回くらい行きましたか。最も近い数字に 1 つ○をつけてく
ださい。 
1. 1 回未満  2. 1 回～3 回  3. 4～6 回  4. 7～10 回  5. 10 回以上 
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1. 男子  2. 女子 
 
Q3. あなたの科学への興味についてお聞きします。あてはまる番号にそれぞれ○をつけてください。 















































1. わたしは理科が好きだ 1 2 3 4 5 
2. わたしは理科が得意だ 1 2 3 4 5 
3. 理科の勉強は問題を解決するのに役に立つ 1 2 3 4 5 






















































1. 保護者は、理科が得意にみえる 1 2 3 4 5 
2. 保護者は、理科や科学についてたくさんのことを知っている 1 2 3 4 5 
3. 保護者は、理科は大切な科目だと思っている 1 2 3 4 5 
4. 保護者は、わたしが理科が得意になることを期待している 1 2 3 4 5 
5. 保護者と、理科や科学について話したりはしない 1 2 3 4 5 
6. 保護者は、自由研究や理科の宿題を手伝ってくれる 1 2 3 4 5 
7. 保護者は、理科の宿題をするように言う 1 2 3 4 5 
Q5.理科に対するふだんのあなたの態度についてお聞きします。あてはまる番号にそれぞれ○をつけてく















































1. 実験の結果が出たとき、おかしいところはないか考える 1 2 3 4 5 
2. 実験の後、自分や友達の「実験をやって分かったこと」におかしいところ
はないか考える 1 2 3 4 5 
3. 実験のやり方にまちがいはなかったか考える 1 2 3 4 5 
4. 実験の結果がまちがっているかもしれないとうたがってみる 1 2 3 4 5 
5. 予想を立てたとき、友達の予想におかしいところはないか考える 1 2 3 4 5 
6. 予想を立てたとき、自分の予想におかしいところはないか確かめる 1 2 3 4 5 
7. ふだんの理科の授業では、あまり深くは考えない 1 2 3 4 5 
8. 自分の意見には理由をつける 1 2 3 4 5 
9. 「なぜだろう」と考えることが好きである 1 2 3 4 5 
10. 分からないことがあると質問したくなる 1 2 3 4 5 
11. できるだけたくさん実験の記録を集める 1 2 3 4 5 
















































13. 1 つのやり方で問題が解決しないときは他のやり方をためしてみる 1 2 3 4 5 
14. 自分がなっとくできるまで考える 1 2 3 4 5 
15. 思いこみで、ものごとを判断しないようにしている 1 2 3 4 5 
16. 実験のとき、1 回目の結果だけをみて 2 回目の結果を決め付けない 1 2 3 4 5 
17. くり返しやってみなくても実験の結果はいつも同じだと思う 1 2 3 4 5 
18. インターネットで調べたことはまちがいがないと思う 1 2 3 4 5 
19. 先生の言ったことは少しもうたがわない 1 2 3 4 5 
 
Q6. ふだんの理科の授業についてお聞きします。あてはまる番号にそれぞれ○をつけてください。 
















































ついての面白い話をしてくれる 1 2 3 4 5 
2. 理科の先生には気軽に質問しやすい 1 2 3 4 5 
3. 理科の先生はわからないところはわかるまで説明してくれる 1 2 3 4 5 
4. 理科の先生はわたしが理科に興味を持つように工夫していると思う 1 2 3 4 5 
5. まわりの人やグループの人と仮説や実験結果について積極的に話し
合う 1 2 3 4 5 
6. まわりの人やグループの人と実験結果について話し合う時間はたく
さんほしい 1 2 3 4 5 
7. 単元が終わるごとに復習している 1 2 3 4 5 
8. 授業の時間以外で理科の宿題や勉強をする時間を取っている 1 2 3 4 5 
9. 先生が 2 人いると授業が分かりやすい 1 2 3 4 5 
10. 先生が 2 人いると質問しやすい 1 2 3 4 5 















































1. 季節と生き物(春) 1 2 3 4 5 
2. 天気と気温 1 2 3 4 5 
3. 電池のはたらき 1 2 3 4 5 
4. とじこめた空気や水 1 2 3 4 5 
5. 季節と生き物(夏) 1 2 3 4 5 
6. 星や月(1) 星の明るさや色 1 2 3 4 5 
7. 季節と生き物(夏の終わり) 1 2 3 4 5 
8. わたしたちの体と運動 1 2 3 4 5 
9. 星や月(2) 月の動き 1 2 3 4 5 
10. 季節と生き物(秋) 1 2 3 4 5 
11. わたしたちの理科室 1 2 3 4 5 
12. ものの温度と体積 1 2 3 4 5 
13. もののあたたまり方 1 2 3 4 5 
14. 星や月(3) 星の動き 1 2 3 4 5 
15. 季節と生き物(冬) 1 2 3 4 5 
16. すがたをかえる水 1 2 3 4 5 
17. 自然の中の水 1 2 3 4 5 
18. 天気と情報（1）天気の変化 1 2 3 4 5 
19. 生命のつながり（1）植物の発芽 1 2 3 4 5 
20. 生命のつながり（2）植物の成長 1 2 3 4 5 
21. 生命のつながり（3）メダカのたんじょう 1 2 3 4 5 
22. 生命のつながり（4）人のたんじょう 1 2 3 4 5 
Q8. あなたと科学イベントの関わりについてお聞きします。今年の夏休みに科学館や博物館、研究所公
開または科学に関するイベントへ行きましたか。当てはまる数字 1 つに○をつけてください。 
1. ある  2. ない 
Q9. Q8 で「1．ある」に丸をつけた人にお聞きします。科学館や博物館、研究所公開または科学に関する
イベントへ、今年の夏休みの間に何回くらい行きましたか。最も近い数字 1 つに○をつけてください。 
1. 1 回  2. 2～3 回  3. 4～6 回  4. 7～9 回  5. 10 回以上 
Q10. 夏休みに理科の自由研究を行いましたか。 
1. 行った  2. 行っていない 
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1. 男子  2. 女子 
 
Q3. あなたの科学への興味についてお聞きします。あてはまる番号にそれぞれ○をつけてください。 















































1. わたしは理科が好きだ 1 2 3 4 5 
2. わたしは理科が得意だ 1 2 3 4 5 
3. 理科の勉強は問題を解決するのに役に立つ 1 2 3 4 5 






















































1. 保護者は、理科が得意にみえる 1 2 3 4 5 
2. 保護者は、理科や科学についてたくさんのことを知っている 1 2 3 4 5 
3. 保護者は、理科は大切な科目だと思っている 1 2 3 4 5 
4. 保護者は、わたしが理科が得意になることを期待している 1 2 3 4 5 
5. 保護者と、理科や科学について話したりはしない 1 2 3 4 5 
6. 保護者は、自由研究や理科の宿題を手伝ってくれる 1 2 3 4 5 
7. 保護者は、理科の宿題をするように言う 1 2 3 4 5 
Q5.理科に対するふだんのあなたの態度についてお聞きします。あてはまる番号にそれぞれ○をつけてく















































1. 実験の結果が出たとき、おかしいところはないか考える 1 2 3 4 5 
2. 実験の後、自分や友達の「実験をやって分かったこと」におかしいところ
はないか考える 1 2 3 4 5 
3. 実験のやり方にまちがいはなかったか考える 1 2 3 4 5 
4. 実験の結果がまちがっているかもしれないとうたがってみる 1 2 3 4 5 
5. 予想を立てたとき、友達の予想におかしいところはないか考える 1 2 3 4 5 
6. 予想を立てたとき、自分の予想におかしいところはないか確かめる 1 2 3 4 5 
7. ふだんの理科の授業では、あまり深くは考えない 1 2 3 4 5 
8. 自分の意見には理由をつける 1 2 3 4 5 
9. 「なぜだろう」と考えることが好きである 1 2 3 4 5 
10. 分からないことがあると質問したくなる 1 2 3 4 5 
11. できるだけたくさん実験の記録を集める 1 2 3 4 5 
















































13. 1 つのやり方で問題が解決しないときは他のやり方をためしてみる 1 2 3 4 5 
14. 自分がなっとくできるまで考える 1 2 3 4 5 
15. 思いこみで、ものごとを判断しないようにしている 1 2 3 4 5 
16. 実験のとき、1 回目の結果だけをみて 2 回目の結果を決め付けない 1 2 3 4 5 
17. くり返しやってみなくても実験の結果はいつも同じだと思う 1 2 3 4 5 
18. インターネットで調べたことはまちがいがないと思う 1 2 3 4 5 
19. 先生の言ったことは少しもうたがわない 1 2 3 4 5 
 
Q6. ふだんの理科の授業についてお聞きします。あてはまる番号にそれぞれ○をつけてください。 
















































ついての面白い話をしてくれる 1 2 3 4 5 
2. 理科の先生には気軽に質問しやすい 1 2 3 4 5 
3. 理科の先生はわからないところはわかるまで説明してくれる 1 2 3 4 5 
4. 理科の先生はわたしが理科に興味を持つように工夫していると思う 1 2 3 4 5 
5. まわりの人やグループの人と仮説や実験結果について積極的に話し
合う 1 2 3 4 5 
6. まわりの人やグループの人と実験結果について話し合う時間はたく
さんほしい 1 2 3 4 5 
7. 単元が終わるごとに復習している 1 2 3 4 5 
8. 授業の時間以外で理科の宿題や勉強をする時間を取っている 1 2 3 4 5 
9. 先生が 2 人いると授業が分かりやすい 1 2 3 4 5 
10. 先生が 2 人いると質問しやすい 1 2 3 4 5 
11. 理科の授業時間以外で実験や観察をしたことがある 1 2 3 4 5 
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Q7 あなたが今まで学んだことのある理科の勉強した内容についてどの程度覚えていますか。 













































1. 天気の変化 1 2 3 4 5 
2. 植物の発芽 1 2 3 4 5 
3. 植物の成長 1 2 3 4 5 
4. メダカのたんじょう 1 2 3 4 5 
5. 人のたんじょう 1 2 3 4 5 
6. 植物の実や種子のでき方 1 2 3 4 5 
7. 台風と天気の変化 1 2 3 4 5 
8. 流れる水のはたらき 1 2 3 4 5 
9. 電磁石の性質 1 2 3 4 5 
10. もののとけ方 1 2 3 4 5 
11. ふりこの動き 1 2 3 4 5 
12. わたしたちの生活と環境 1 2 3 4 5 
13. ものの燃え方 1 2 3 4 5 
14. 植物の成長と日光の関わり 1 2 3 4 5 
15. 体のつくりとはたらき 1 2 3 4 5 
16. 植物の成長と水の関わり 1 2 3 4 5 
17. 生物どうしの関わり 1 2 3 4 5 
18. 月と太陽 1 2 3 4 5 
 
Q8. あなたと科学イベントの関わりについてお聞きします。今年の夏休みに科学館や博物館、研究所公
開または科学に関するイベントへ行きましたか。当てはまる数字 1 つに○をつけてください。 
2. ある  2. ない 
 
Q9. Q8 で「1．ある」に丸をつけた人にお聞きします。科学館や博物館、研究所公開または科学に関する
イベントへ、今年の夏休みの間に何回くらい行きましたか。最も近い数字 1 つに○をつけてください。 
1. 1 回  2. 2～3 回  3. 4～6 回  4. 7～9 回  5. 10 回以上 
 
Q10. 夏休みに理科の自由研究を行いましたか。 
2. 行った  2. 行っていない 
